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　「公同通信をお願いします。」と言わ

れて数週間。

　どんなに考えても、何を書くべきか

さっぱり筆が進まない。「日常のことで

いいですよ。」とか、「１０年前の自分と

今の自分について書いてみたら？」と

か、いろんなヒントを頂いているけれ

ど、まだ書けない。

　わたしは無趣味な人間だから？とか、

子どもと毎日をしっかりすごしていな

いから？とか思ってみたけれど、きっ

とこの１０年間幸せだったんだろうな、

と気がついた。

　小１と小４の息子がいる。小さいと

きからいろんなことがあったけれど、

今日も元気いっぱい学校へ行っている。

毎日、怒らない日はない「良いお母さん」

とは言えないわたしだけれど、そんなわ

たしに気を遣ってくれて、今日も「母

ちゃんはがんばってるからなあ。」と言

いながらお手伝いをしてくれる・・・こ

ともある。たいてい最後は兄弟げんかに

なって「それは、お手伝いなの！」って

怒られるけれど。

　夫も今日も元気に会社へ行った。絶対

に！！「良い妻」ではないわたしだけれ

ど、とりあえず結婚１０年だ。数年前に、

会社を辞めて帰ってきたときは大騒ぎに

なってわたしが働きに出たりしたけれ

ど、楽しそうに会社に出かける姿を見

て、「まあ、それなりによかったかな？」

と思う。おかげで、わたしの仕事が倍増
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日本基督教団西宮公同教
会集会案内

早天祈祷会   　　毎月１日午前6時30分から　    於：西宮公同教会集会室
教　会　学　校　 毎週日曜日午前9時から　　    於：西宮公同教会礼拝堂
聖　日　礼　拝　 毎週日曜日午前10時 45分から   於：西宮公同教会礼拝堂
聖書研究祈祷会　 毎月第1・3水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
読　　書　　会　 毎月第2・4水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
ゆっくり聖書を読む会  毎月第３火曜日午前10時から   於：西宮公同教会集会室

中だけれど。でも、最近は、思いっきり

嫌味を言っても怒らなくなってきた。し

めしめ。

　で、わたし。今日も元気いっぱいにす

ごしている。料理が得意でもないし、手

芸とか、お菓子作りが得意とか、運動が

すごくできる、とかいうこともなく苦手

なことがいっぱいのわたしだけれど、ま

あ、それもいいか、と思っている。どう

も、どこかで「スーパー母ちゃん」と思

われているみたいだが、それは「スー

パーにいる母ちゃん」の間違いだと思

う。　「できない。」って言ってしまうと

なにもできない気がして、「とりあえず

やってみる」ので、今日もどこかでだれ

かに迷惑をかけている姿がいろいろやっ

ているように見えるらしい。

　でも、こんなわたしがいるのは、この

公同教会や公同幼稚園でいろんな人に巡

り会えたからだろうな、と思う。

　子どもが小さくて、子育てに煮詰まっ

ていた時。夫が会社を辞めてきて大騒ぎ

だった時。今は元気なわたしだけれど、

数年前までパニック障害で、電車に乗る

ことができなかった時。最近、壁にぶち

当たって落ち込んでいた時。いつも、誰

かがいて、その時々の相談に乗ってくれ

る人たちがいるのはとても幸せだな、と

思う。

　わたしがよく子どもと一緒に公同教会

に出入りしているとしたら、それは、わ

たしにも、子どもたちにも、夫にも、い

ろんな人がいて、いろんな考え方があっ

て、いろんな相談をする場所があるとい

うことを見つけるためかもしれない。

　でも、本当はみんなで大騒ぎをするの

が好きなだけかもしれないけれど。

　そんな幸せを心の奥で思いながら、今

日も元気に、にぎやかに、怒ったり笑っ

たりしながら１日が始まるのだ。

　　　　　　　　      　（古谷　温子）
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　“その出来事”が起こってしまった後

でだったら、何とでも言ってしまえるの

はもちろんのことです。以下、ルカによ

る福音書２１章５～２８節も、“戦争と

騒乱”など、その出来事が起こってし

まった後の、そのことの理解や生き方が

語られています。“戦争と騒乱”が起こっ

たのは、紀元６８～７３年のユダヤ戦争

で、それは本当に起こったことです。戦

争の結果「見事な石と奉納物」で飾られ

ていた“宮”は、「その石一つでもくず

されずに、他の石の上に残ることもなく

なる」までに、破壊されてしまいました

（２１章５、６節）。その出来事とその後

を生きる人たちに向かって「おじ恐れる

な、こうしたことはまず起こらねばなら

ないが、終わりはすぐにはこない」と語

りかけられます（９節）。紀元７３年の

マサダの陥落（全滅）でユダヤ戦争は終

結しますが、多くの人は生きのびて戦争

の後も生きることになりました。そし

て、“終わりはすぐにはこない”と書か

れている、その時まで、ユダヤ戦争の後

も人は生き続けることになるし、ここで

はイエスの処刑の後の５０～６０年くら

いの間の出来事も振り返ってあれこれ回

想しているように読めます。「民は民に、

国は国に敵対」する戦争は他にもあった

し、「大地震があり」その結果の疫病や

ききんも起こっていたし、そんなことが

繰り返されると同時に、更に「・・・い

ろいろ恐ろしいことや天からの物すごい

前兆」に、人々はおびえるように生きて

いました（１０、１１節）。「これらのあ

らゆる出来事の前に、人々はあなたがた

に手をかけて迫害し・・・」はいつの、

どんな出来事に関係するかは不明です

が、人々はあなたがたに手をかけて迫害

し、「会堂や獄に引き渡し、わたしの名

のゆえに王や総督の前に引っぱって行

く」などのことも、たぶん実際に起こっ

ていたことの記憶に基づいて書かれてい

ます（１２、１３節）。それだけではな

く、「両親、兄弟、親族、友人にさえ裏

切られ」かつ「殺されるものもあろう」

などのことも起こっていました（１６

節）。そんな状況の、そんな事態を生き

ることになった人たちに、それが「あか

しをする機会」であること、更に「あな

たがたは耐え忍ぶことによって、自分の
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魂を勝ち取る」ことになると励ましま

す。ひどい戦争が、全くの敗北に終わっ

たり、大きな自然災害の後の疫病やき

きんになってしまった時の困難は、ど

うであれそれを引き受けて生きるより

ありません。そして、そのことを “あ

かしをする機会”“耐え忍ぶことによっ

て、自分の魂を勝ち取る”などとなって

初めて、耐えて生きることの意味が見

つかったのかもしれません。そうして

意味づけることが、全く力にならない

訳ではありません。全く逆で、５０～６

０年前のイエスの処刑の出来事、そし

てその後に起こり続けた出来事を、“物

語”として耳を傾ける時、人々はいくば

くかの自分を生きる望みをそこから受

け取っていたに違いありません。人を

生き延びさせる力は、具体的な手掛か

りがそこになくてはならないのはもち

ろんです。しかし不可避的にやってく

る不幸や死などの場合、そんな手がか

りはあり得ないのですから、不幸や死

のすべてを引き受けて生きのびるより

ありません。そんな時に、今生きている

その事が“あかし”であり、“恩を勝ち

取る”などのことが、まったくその状況

の説明にならなくはない、という意味

で物語は必要なのかもしれないのです。

　「エルサレムが軍隊に包囲されるのを

見たならば・・・」以下のことは、その

まま起こってしまったことです。そこ

を追われ、居場所を奪われてしまった

人たちは、その事実を引き受けて生き

るよりありませんでした。そんな時に

も、“物語”が人々に今を生きる希望にな

ります。「聖書にしるされた全ての事が

実現する刑罰の日である」「この民には

（神の）み怒りが臨み」などと（２２、２

３節）。少しばかり強引であっても、そこ

に意味が見つけられるなら、その事態を

引き受けて人は生きられなくはないので

す。その意味を、イエスの“物語”に託

されているのは、生きる意味をその物語

をくみ出すことなのです。

　　　　　　　　　　　　（菅澤　邦明）
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   さすがの沖縄も１２月の声を聞くと

少々寒く感じるのです。１５度切ると

寒いなんていうとふざけるなとお思い

でしょうが、１年間の流れでいうと寒

く、沖縄でも暖房器具が必要になる人

もいるのです。よくある沖縄への質問

のなかに「沖縄に雪は降るか」という

のがあります。ものの本によると１９

７７年久米島でみぞれが降ったと記さ

れています。また１９９９年沖縄ＹＭ

ＣＡ幼稚園がパレット久茂地前でクリ

スマスソングを歌っていたとき降った

といわれていますがこれは気象台未公

認です。かの葛飾北斎は琉球八景とい

う浮世絵を作製していて、『龍洞松濤』

という今の空港近くの風景があるので

すが雪景色を描いています。もちろん

北斎は沖縄には来ていませんので雪を

降らせたのは彼の想像です。まあ、異

常気象で今後はどうなるかわかりませ

ん。ともかく、沖縄は雪のないクリス

マスを迎えるわけです。

  さて、近頃、沖縄を案内するのに「

シーサー巡り」を入れています。沖縄

に来られた方は気がつくでしょうが、

沖縄にはいたるところにシーサーがい

ます。本土で言えば狛犬のような感じ

ですが、本来は「獅子」ですからライ

オンです。古代中国で、王の象徴のひ

とつであった獅子は、門や階段に置か

れ「魔」の進入を防いでいました。沖

縄では今でも家の門や屋根などに飾ら

れていますが、飾りではなく魔除けで

す。それで注意してみると集落にいく

つかのシーサーがあるのです。ムラを

守るには違いないのですが、特に火事

を防ぐ火伏せの役割をもったものなど

があります。沖縄は、沖縄戦で古いも

のがことごとく灰燼に帰しているので

すが、石の彫刻であるシーサーは結構

残っているのです。今まで結構沖縄中

を歩いていましたが、そしてそのよう

な石獅子を目にしていたのに、あらた

めてその向きや大きさ形状などに関心

がわいてきました。もちろん、誰が作

ったのかいつの時代のものかは正確に

はわかりません。ムラ単位の歴史や民

俗資料にかすかに記録されている程度

です。それでもその戦禍や風雨に耐え

てきたシーサーは素朴で茫洋とした顔

を私達に文字通り安らぎを与えてくれ

ます。

   防衛省の守屋前事務次官が逮捕さ

れ、報道ではゴルフや飲食などの収賄

罪ですが、沖縄の視点でいえば米軍基

地の維持や新基地建設に伴う利権、そ

れに巣食う政治家たちの姿が目に浮か

びます。基地のある市町村では有形無

形の防衛資金がばら撒かれているので

す。ある町の「民俗資料館」など建設

費そのものが「防衛施設補助金」に

よっています。例えば、嘉手納基地が

見渡せる「道の駅」の建設費は１０億

円でしたが９０％、９億円は国庫補助、



6

　１０日、第２土曜日は子どもも大人

もみんなが楽しみにしていた公同まつ

りが行なわれました。運動会に引き続

き、お天気に恵まれたことに感謝しま

す。大きなカバンを手に、お財布をぶ

ら下げて、お買い物を楽しむ子どもた

ち！多くの子が一斉にお店に向かう中

、まずは腹ごしらえ！！で一番に綿菓

子屋さんに向かい、ゆっくり味わって

いるお友だちもいました。どのお店も

大行列！でも「いっぱい並んでるから

やめておこう・・・」ではなくて、び

っくりするくらいの長蛇の列でも並ん

で順番待ち～！お目当ての物をじっと

見つめている子もいれば、買った物を

お友達と見せ合いっこしている子もい

て、待っている間も楽しい！のが公同

まつりなんですね☆大人も子どもも本

「「「「「盛盛盛盛盛りりりりりだだだだだくくくくくさささささんんんんんだだだだだっっっっったたたたた１１１１１１１１１１月月月月月でででででしししししたたたたた！！！！！」」」」」

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１億円だけが自己資金です。その金が

動くに当たって「利権」がなかったと

はとても思えません。そこまで明らか

にされて大疑獄事件になれば沖縄自体

も吹っ飛んでしまうでしょうが、そう

なるかどうか。

   ２００７年もあっという間に終わ

りそうです。今年参議院選挙があった

ことなど遠い過去のような時間の進み

方です。私も、前半の前半は論文書き

で多忙を極め、中盤、「沖縄戦と韓国

人」を追いましたが、それ以降息切れ

気味です。何人かの訃報やスキャンダ

ラスな出来事に悲しみや怒りを感じて

います。怒りは、その出来事ではなく

伝わらないことのもどかしさや何もで

きないことへの、つまり自分自身への

怒りなのですが。

  というわけで、２００８年は気合い

を入れなおして懸案を片付けていきた

いと思います。先日、運転免許の更新

があり、次回は５年後、「還暦」の歳

に書き換えとなり、この５年間、何が

できるか、何をするか、心して２００

８年を迎えたいと思うのです。

　（沖縄・与那原　愛の園　後藤　聡）

当にたくさんの笑顔に出会うことがで

きました。たくさんの準備をして下さ

ったり、色々なところで動いて下さっ

た方々、多くの方々のお支えによって

みんなが待ち望んでこの日を無事に迎

え、とてもステキな１日を過ごすこと

ができたことを心より感謝いたしま

す。本当にありがとうございました。

　いろんなところで紅葉まっさい中！

なのですが、もちろん園庭もです！夏

に、とっても気持ちいい日陰を作って

くれていたケヤキはたくさんの葉っぱ

を落としています。毎朝、教師で掃除

をしていますが、まだまだ！たくさん

の葉が～！冬はこの葉っぱがなくなる

と、ケヤキの木の下はお日さまの光が

よく当たって、ポカポカ暖かい場所に

なるんです。季節ごとにステキな場所
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「生義」をnao-shinと一緒に歌いまし

た。大好きな歌をご本人たちと一緒に

歌えるなんて～?　大感激です！前より

ももっと好きになりました♪きっとみ

んなもそうだよね～♪コンサートの後

も一緒にビンゴ大会をしたり、楽しい

ひとときでした。このコンサートのた

めにnao-shinグッズを準備したり、当

日会場を盛り上げて下さったnao-shin

ファンクラブの方々に感謝の気持ちで

いっぱいです！nao-shinまたきて

ねー！また一緒に歌える日がきますよ

うに☆

　運動会、おまつりに始まり、盛りだ

くさんだった１１月！あ！っという間

でした。気付けば、２学期も残りわず

かです。１２月はクリスマスが待って

います。リース型アドベントカレン

ダーも作り、クリスマスまでの日々を

目一杯楽しみたいです！

　これからますます寒くなりますが、

どうぞお体にお気を付け下さいませ

・・・

　　　　　　　　　　　　（延原　光）

に変化するこのケヤキの木の下がお気

に入りです?

　各学年、神戸女学院や北山緑化植物

園、また年長組みは六甲の山へ行き、

美しく色付いた木々を見ました。きれ

いな赤に染まった葉を拾って「おかあ

さんのおみやげにする！」というお友

達もいたり、帽子のゴムに差し込んで

、インディアンのようになっていたり

、遊び方は様々です。秋を体いっぱい

感じて楽しんだ子どもたちです。今ま

で秋の紅葉シーズンになると、とても

美しいけれどどこか寂しい感じがして

いました。でも公同に入って子どもた

ちと見る紅葉は感動も大きく、楽しく

て！大好きになりました。

　さて、この秋存分に味わったさつま

いもが終わり、先日来年の春に向けて

いちごの苗を植えました。苗について

いる土を落とさないように両手でお皿

を作って大切に苗を持っているみんな

の姿がなんとも言えず可愛かったので

す?　そして、小さな小さな玉ねぎの苗

を植えました。玉ねぎの赤ちゃんてこ

んなに小さいんだー！と驚いてしまい

ました。いちごに玉ねぎ、どんな成長

ぶりを見せてくれるのでしょうか

～？！子どもたちと一緒に見守ってい

きたいと思います。

　そして！そして～！２５日（日）に

な、なんと！！nao-shinが公同にやっ

てきましたー！！２人のとってもすて

きな歌声でたくさんの曲を楽しませて

頂きました♪そしてみんなが大好きな
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今月のあ今月のあ今月のあ今月のあ今月のあ・・・・・そそそそそ・・・・・びびびびび
“““““クククククリリリリリスススススマママママススススス人人人人人形形形形形のののののねねねねねがががががいいいいい”””””
”””””サンタの昇り人形”サンタの昇り人形”サンタの昇り人形”サンタの昇り人形”サンタの昇り人形”

　「クリスマス人形のねがい」（ルーマ・

ゴッテン、バーバラ・クーニー、岩波書

店）。クリスマス人形“ホリー”（ひいら

ぎ）のねがいのことが「・・・お人形と

いうのは、わたしたち（人間）とはちがっ

ています。わたしたちは生まれるとす

ぐ、人間として暮らしはじめますが、お

人形の場合は、だれかが遊んでくれない

うちは、かならずしも本当にお人形に

なったとはいえないのです。『だれかに

あそんでもらいたい。脚やうでもうごか

したり、目を開けたり閉じたりしてもら

いたい。おねがい！おねがい！』ホリー

はいいました」（クリスマス人形のねが

い）。“だれかがあそんでくれる”とき、

お人形が本当のお人形となるのは、人間

の場合も同じです。誰かがそばにいては

じめて、人間は本当の人間になります。

クリスマスの何よりの願い、そして希望

は、誰かを選ぶのではない人が、あなた

の傍らにいることの発見や喜びであり、

あなたが誰かの傍らにいられることの発

見や喜びです。

　“ＮＩＳＨＩＫＩＴＡドイツのクリス

マス”にいろいろ参加してください。１

２月１日の“点灯式”でにしきたのクリ

スマスが始まりました。その後もいろい

ろにしきたのクリスマスは続いていま

す。１２月１６日からは兵庫県立芸術文

化センターデッキ下で“クリスマスの木

のおもちゃ”の展示が始まります（１２

月２４日まで）。小黒三郎さんの組み木

のＵプランや、有馬玩具博物館などが展

示に協力します。小黒三郎さんの組み木

で遊んでいる“ききるんの会”は、小黒

三郎さんの“サンタの昇り人形”を、ク

リスマスツリーにして展示に協力してい

ます。サンタの昇り人形が、ツリーに

なって８組並んでいる様子が、なかなか

迫力のあるツリーです。

　“ＮＩＳＨＩＫＩＴＡドイツのクリス

マス”は、芸術文化センター前、高松公

園で１２月２２日がいろいろな催しのク

リスマスになります。その日には、芸文

センターデッキ下に、“サンタの登り人

形が『いっぱい並んで、昇ったり降りた

りすることになっています。”

　　　　　　　　　　　　（菅澤　邦明）
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大切な贈り物・津門川　６４
　　　　　“““““にににににしししししきききききたたたたた街街街街街づづづづづくくくくくりりりりり協協協協協議議議議議会会会会会ににににに参参参参参加加加加加しししししててててて”””””

　昭和８年から７０年以上も、私は昭和

園（今の北昭和町）に住んでいる。子ど

もの頃の津門川は、両岸一面に草が生い

茂り田園地帯を流れる小川だった。そし

て夏には蛍が飛び交い、鮒やどじょうが

面白いように捕れた。しかし堤防が低

く、梅雨時などの長雨でしばしば浸水

し、道路は水浸しとなり、近隣の家は地

上げして建築していた。大阪の小学校に

通学していた私は北口駅出口で長靴を運

動靴に履き替えて電車に乗ったものであ

る。これは、みたらし川（東川）の排水

不良が原因だった。しかし、戦後昭和２

５年から治水工事が進み現在の津門川が

ほぼ出来上がった。昭和３０年代には西

宮北口駅の北西地区は、駅前は商業地と

して、津門川の両岸は住宅地として活気

づき急速に発展してきた。

　そして、阪神大震災で多くの建物が倒

壊し、北東地区はアクタを中心に生まれ

変わり、南西地区は芸術文化センターや

プレラが立ち並び、南東地区には阪急

ガーデンズが建築されつつある。昭和の

町並みが残る北西地区では、平成１９年

６月「にしきた街づくり協議会」が、市

役所北口開発事務所、津門川両岸の４自

治会・２団体の会長を中心に発足し、駅

前公園整備、津門川修景整備、防犯交通

対策の３部会に分かれて、設計コンサル

タントや栗山市会議員も参加して、新し

い街づくりを目指して協議を重ねてい

る。そして、たまたま、私が第２部会（津

門川修景整備）の会長をお引き受けする

事となった。この部会では、津門川の治

水、景観、環境の整備を目指して、人と

自然が出会い物語が生まれる街づくりを

テーマとし、具体的には、

・ 治水　守る川守られる川　津門川

・ 修景　高齢者と子どもたちが立ち止ま

　って憩う津門川

・ 環境　ゴミのない豊かな自然の環境づ

　くり

の３本柱を目標としている。

　取りあえず、川の西側は遊歩道として

植栽を考え、また、東側にある三角公園

は西側の道路を閉鎖して西へ広げベンチ

を置き、河床に根固めを作成し階段を

作って川へ降りられるようにする、な

ど。

　早ければ平成２０年２月頃、公同幼稚

園の前の道路から兵庫栄養専門学校前ま

での道路がスクールゾーンに指定される

予定である。

　ようやく、鮎や小鳥やトンボが集い自

然が戻りつつある津門川が、美しい公園

「津門川公園」となることを願っている。

　　　　　　　　（北昭和町　高塚　宰）
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　2007年12月　あんなこと　こんなこと…

 ・ 12月   1日（土）午前6時30分～、早天祈祷会
 ・ 12月　 3日（月）午前10時30分～、女性の会
 ・ 12月　 7日（木）午後1時～、故林とき子告別式
 ・ 12月　 8日（土）午後1時～、南里良彦・菅澤未玲奈結婚式
 ・ 12月   9日 （日）午後1時～、教会学校教師会
 ・ 12月  11日（火）午前10時～、ゆっくりと聖書を読んでみませんか
 ・ 12月  18日（火）午後5時30分～、合同子どもクリスマス会
 ・ 12月  23日（日）午前10時45分～、クリスマス記念礼拝
 ・ 12月  24日（月）午後5時30分～、燭火礼拝・キャンドルライトサービス

◇にしきた商店街…　
 ・ 12月 　1日（土）コ･ルミナリエ点灯式
 ・ 12月   2日（日）川掃除
 ・ 12月　 6日（木）NISHIKITAドイツのクリスマス
　　　　　　　　　・ドイツのお菓子を作るシュトレン作り
　　　　　　　　　・ドイツの音楽を聴く、話を聞く、ローソクを作る
 ・ 12月　12日（水）商店街役員会
 ・ 12月  14日（木）グリューワイン講習会　場所：西宮公同教会集会室
 ・ 12月  14日（木）～24日（月）クリスマスおもちゃの展示　
　　　　　　　　　場所：芸文センター
 ・ 12月  18日（火）街舞台実行委員会
 ・ 12月  19日（水）南昭和町自治会クリスマス会・畑儀文コンサート
 ・ 12月  22日（土）西北ドイツのクリスマス、
　　　　　　　　　もちつき、高松公園キャンドルコンサート
 ・ 12月  24日（月）商店街、南昭和町もちつき
 ・ 12月  31日（月）nao-shinコンサート　場所：芸文センター小ホール

◇アートガレーヂ
　・ 毎週木曜日14時～17時、土曜日15時～17時開室日
  ・ 12月 4、18日（火）丹波野菜市
　・ 12月  2、16日（日）にしきたドイツのクリスマス組み木教室
　・ 12月　 9日（日）西宮市小学校美術教師対象・組み木教室
  ・ 12月  13日（木）～15日（土）クリスマスグッズ展
  ・ 12月  18日（火）アートガレーヂ運営委員会

◇関西神学塾
　・ 12月 　7日 （日） 午後7時～9時　 講師　桑原重夫　使徒行伝を読んでみよう（28）
　・ 12月 14日（金）午後7時～9時　 講師　田川建三　マルコ福音書註解（中）（44）
　・ 12月 21日（金） 午後7時～9時   講師　勝村弘也　ヨブ記釈義（4） 　
　・  1月  11日（金）  午後7時～9時　 講師　桑原重夫　使徒行伝を読んでみよう（29）
　・ 1月  18日（金）午後7時～9時　 講師　勝村弘也　ヨブ記釈義（5）
　・ 1月  25日（金）午後7時～9時　 講師　田川建三　マルコ福音書註解（中）（45）
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　　　教会学校から　　　　　　　　　　

　　
《11月の活動予定》
◇11月 3日（土）
　幼稚園運動会

◇11月 4日（日）
　作って遊ぶ
　くるくるこまを作る

◇11月 10日（土）
　公同まつり

◇11月 11日（日）
　ゲーム遊び
　射的大会

◇11月 18日（日）
　ちょっといいこと
　高松公園でドッチビー大会

◇11月 25日（日）
　作って遊ぶ
　クリスマスビーズリースを作る

《12月の活動予定》
◇12月 2日（日）
　作って食べる
　のびる焼き風を食べる

◇12月 9日（日）
　ちょっといいこと
　クリーン大作戦に参加する

◇12月 16日（日）
　ちょっといいこと
　幼稚園の先生に遊んでもらう

◇12月 18日（火）
　合同子どもクリスマス会

◇12月 23日（日）
　クリスマス祝会

◇12月 24日（月）
　キャンドルライトサービス
　みんなで歌うクリスマス
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　　　　　　　　　　 まままままいいいいいのののののなななななんんんんんでででででももももも案案案案案内内内内内

　寒いですねー。末端冷え性の私には辛

い限りですが、何とか生き延びてます。

先日は着物で一日京都観光をしまして、

全く無計画に出発したため、気付いたら

草履で伏見稲荷を登山していました。公

同幼稚園の血ですかね。でも着物で歩き

回るのは非常に楽しかったので、是非着

付けを覚えて日常的に和装を取り入れて

いきたいと思います。春と秋限定で、で

すが。目指せ着物通学。

　さて、そんな日常ですが、今日は久し

ぶりに文学ぽい紹介をしてみようかと思

います。真っ向勝負です（←何に）。と

いうのもですね、私数年前から某 SNS

（ソーシャル・ネットワーキング　サー

ビス）を利用しているわけですが、そち

らで「村上春樹が割と好き」と書いてい

たところ、友達より「ならばオススメを

教えてくれ」と言われまして。基本的に

好みなんて主観だと思っているので、自

分の好きなものが他人に受け入れられる

とは限らないので紹介というのは気が引

けるのですが（こんな連載しちゃってま

すが）、まぁそう個人的に聞かれてし

まったからには真摯にお答えしないと

なぁ、と思って、いっちょマジメに村上

春樹について考えてみたわけです。もと

もと彼については何かしら書こうとは

思っていたので良い機会でもありました

し。

　と、いうわけで現代日本を代表する小

説家（と言っていいと思う）村上春樹。

私は全作読んでるし、何冊か持ってる

し、たまーに無性に読みたくなるし、新

刊出るとチェックもしちゃうし、客観的

に見れば十分「好き」の範囲なんだけど、

何故か、完全には心を許せないなー、と

思ってる感じです、実は。いや、好きな

んだけど無条件に好きって言っちゃった

ら負けな気がして。難しい距離感です。

乙女心は複雑なのです（え？）。

という前提で紹介に入ります。

高橋舞的に言うと、村上春樹作品は

１．「僕と鼠」シリーズ（『風の歌を聴け』

   『１９７３年のピンボール』『羊をめ

   ぐる冒険』『ダンス・ダンス・ダンス』）

２．中（長？）編『ノルウェイの森』『国

   境の南、太陽の西』『スプートニクの

   恋人』

３．大作『世界の終わりとハードボイル

   ド・ワンダーランド』『ねじまき鳥ク

   ロニクル』

４．短編集がいくつか（『パン屋再襲撃』

  『カンガルー日和』など）

ここまでが、初期・中期。あと、近作

として

５．『アフターダーク』『海辺のカフカ』

  『東京奇譚集』

て感じに分かれます。あとはエッセー

と企画もの。真面目なルポからおふざけ

まで。こっちについても語れるけど今回

は小説に限ります。

１の内、『ダンス・ダンス・ダンス』は、

時間を置いて書かれてるから若干毛色が
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違うけど、それ以外は「初期三部作」て

呼ばれてて、当時のハルキ色が出てま

す。わたくしは『ダンス・ダンス・ダン

ス』が好きですが・・・。

２については、結構評価は人それぞれ

だと思います。『ノルウェイの森』は、彼

を一躍有名にした作品。私は最初は受け

付けられなかったけど（読んだのが中学

生でしたし）、最近読み返したらやっぱ

名作だなぁ、と感じました。というか、

当時の日本の文学界を考えると、革命的

な作品だったのだろうなぁ、と。

多分一番一般に人気なのは３の『世界

の終わりとハードボイルド・ワンダーラ

ンド』。あたしも、最初に読んだときは

コレが一番きれいにまとまってて好きで

した。でも、研究室の先輩の言葉を借り

るならば、「小奇麗すぎ」らしく・・・。

まぁ、私も彼の真骨頂は『ねじまき鳥ク

ロニクル』だと思います。『ねじまき鳥

クロニクル』は三部に分かれてて、三部

さえなかったら綺麗なのにぶち壊したっ

て声もあるぐらい、三部はグロいです。

観念的になってきますし。私はグロいの

嫌いなので、その辺が素直に好きと言え

ない一因なのかなぁとも思いますけど、

でも不意に読みたくなる周期がくるの

で、何回も読み返しちゃってます。

５については、一応読んでるけど、

うーん、て感じです。彼は、あの独特の

文体を作り出して、日本の文学界に多大

な影響を与えたけど（私は、彼とよしも

とばななに芥川賞を与えなかったせいで

日本の文壇は権威を失ったと信じてま

す）『ねじまき鳥』のグロさが『海辺の

カフカ』でエスカレートしてしまって賛

否両論で（勿論ベストセラーではあるん

だけど）行き詰ってしまって、エッセイ

や企画を多くするようになって、でも

やっぱり小説を新しい手法でってことで

『アフターダーク』は新しい試みで書い

てみたんだけど、でもやっぱり今ひとつ

で、『東京奇譚集』（短編集だけど）に落

ち着いたのかなぁという印象を持ってま

す。それでもタレント業に走らず、書き

続けてるのはやっぱりすごいと思うのだ

けれど。

来月は短編や、企画モノについてもう

少し紹介したいと思います。それでは、

寒い日が続きますが身体には気をつけて

お過ごしください☆
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　12月には、あちこち出張でもちつきをします。

このもちつきにはこだわりがあって、火力には”

マキストーブ”を使います。1995年の兵庫県南部

大地震の時、北海道滝川から取り寄せることに

なったマキストーブです。現在は、その4代目く

らいのを使っています。“マキ”にもこだわりが

あって、地震で壊れた家の廃材を使ってきまし

た。地震から12年経ってさすがにその時の廃材は

なくなって、いろいろ廃材を使っています。12月

26日～28日は、輪島と柏崎にもちつきで出張し

ます。道具から人の手配まですべて運んでいきま

す。が、マキストーブに使うマキは、それぞれの

地震で壊れた廃材を現地で準備してもらっていま

す。そんな訳で、今年のもちつきは12月22日の

芸文センター前、高松公園、12月24日の南昭和

町自治会、12月29日午前中は神戸市兵庫区本町

公園、29日午後は中央区東遊園地です。　　  　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K）

　さをり展に行ってきました。去年もボタンのヘ

アゴムを購入！今年も買ってしまいました☆今年

はマフラーもです。どれ一つとして同じ模様はな

くて、すてきなものばかりで見とれてしまいまし

た。そして、この時、スカイビルのツリー☆も見

ることができました！街はすっかりクリスマス！

イルミネーションにクリスマスソング♪街を歩く

だけでうきうき☆しちゃいます！みなさまにとっ

てすてきなクリスマスになりますように・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N）

　先日、久しぶりに短大の時の友達 10人程でプ

チ同窓会をしました。みんな同じ職種なので話す

ことは仕事のことばかり。学生時代の友達と仕事

の話をするような年になったんだなぁとしみじみ

してしまいました。でも仕事の話をしていても、

気分は学生時代に戻ります☆卒業しても、こうし

て会える友達がいることを嬉しく思いました☆　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Y）

　

　ほし柿が大好きです。今年も子ども達と、近く

の公園のしぶ柿を少しいただいて、皮をむいて園

舎につるしておきました。おいしいほし柿を食べ

るには毎日揉んであげないと固くなってしまうか

らダメなんだよって言うと毎日「モミモミした

か？」とチェックが入り～、毎日何人かの子ども

達にも手伝ってもらってモミモミしました。心を

込めてモミモミモミ・・・愛も込めてモミモミモ

ミ・・・モミ、モミ、モミ・・・モミ・・・そし

て先日そろそろ食べ頃かも♪と味見してみる

と・・・うん！！甘い！しかもいい固さ～♪みん

なでモミモミしたほし柿はなんだか愛しくてもっ

たいないから少しずつ味わっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(I)

　12月8日、娘の結婚式が行なわれた。ささやか

な割には「注文の多い」式を。階段、礼拝堂、花

でいっぱい人でいっぱいのひとときを過ごさせて

もらった。音楽は♪サウンドオブミュージックよ

り入場は「マリア」退場は「すべての山に登れ」。

篠山教会の市川好恵さん大奮闘。相手はもしかし

たらプロになっていたかもしれないギタリスト。

で、式の中でのオルガンとのコラボを依頼。父親

の歌も加わって♪アメージンググレイス。式後は

趣味で続けているというバンド（6人）での演奏。

そしてガーデンパーティ。全部教会、園にかかわ

る方々がセッティングして下さった。お金はかか

らないけれど、人の労力と愛で成り立った式は、

それまでの日その日だった。形ではなくそんな

「心」。それが何より娘へ届けたいものでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(J)
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